
 

 

 

 

 

「天空の庭」を見学しませんか？  

自然の癒しと絶景を愉しみ、美しい桜道を、ゆるりと歩く。 
 

「天空の庭 高見の郷」は大自然の中にしだれ桜の庭園を作りたいという想いから誕生いたしま

した。園内では、自然豊かな山々に囲まれた他では類を見ない数のしだれ桜の庭へと、山道があな

たを導きます。年々変化するしだれ桜の生長と人工林の美しさを楽しみながら、ゆっくりと天空の

庭を散策してください。 

 

天空の庭は、奈良県と三重県の県境にある「高見の郷」にあります。長年、杉や檜を育ててきた

林業家の方が、標高600メートルの山頂に、木材を切り出した後に、枝垂桜を植えた天空の庭園で

す。杉や檜を植えても50年後、商売になるか分からない、厳しい林業政策の中で、それなら桜を

植えて、地域の人に愉しんでもらおうと考え作ったそうです。普通は、杉や檜を植えると、1本数

百円の国からの補助があるそうですが、桜を植える場合は補助は受けられられません。観光林業の

新しい試行のようです。将来は、芸術家の工房なども計画されているそうです。毎年、地元を中心

に多くの方が見学に訪れるそうです。今年の開園は４月１０日～３０日。桜の成長も順調に進んで

いるようなので、機会があれば是非見学下さい。 

http://www.shidare-sakura.com/about.html 
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高見山の尾根伝いに広がった天空の庭 

しだれ桜が満開の頃 

親親子子すすままいいかかたた教教室室  
住まいと気候 

監修 横浜国立大学教授 木村千博 さん

北の気候と住まい 

日本の北、北海道では冬の寒さが厳しく、たくさ

んの雪が積もります。そのため、寒さを防ぐこと

と、雪の重みでつぶれたり、外へ出る時に雪がじ

ゃまにならないようにした工夫が住まいの大き

な特徴となっています。 

寒さを防ぐために、屋根や壁の中に断熱材を入れ、

窓を２重にすることで外の冷気を遮り、室内の熱

を逃げにくくし、熱エネルギーを効率良く使って

快適に暮らすためのしっかりした暖房をしてい

ます。 

また、外観では、屋

根の形が特徴です。

ひとつは急勾配の屋

根。 

積もると重くなり、

建物の負担となる雪

を自然に地面に落と

すものです。しかし

都市部では、建物の

周囲に雪を落とせる

場所がないので、積

もった雪を落とさず

に積もらせておく平

らな屋根の住まいが

多くなります。屋根が平らな住まいの場合、屋根

に積もった雪がとけて室内に漏れないようにし

たり、建物の本体のつくりを雪の重さに耐えられ

るように頑丈（がんじょう）にしたりする必要が

あります。  

南の気候と住まい 

日本の南、沖縄諸島の住まいは、暑さ対策と台風

対策に優れています。昔からの住まいにみられる

深い軒は、雨や風とともに強烈な夏の日射を遮り

ます。そして南側に大きな開口部を設けて、南か

ら吹く風を取り込み、涼しく住まう工夫をしてい

ます。そして、屋敷林とよばれる住まい周囲の樹

木は、敷地内に日陰をつくり、空気を涼しくして

います。この屋敷林に加え、台風などの激しい雨

や風を防ぐために、地元のサンゴでできた石垣や、 

 

ヒンプンという衝立（ついたて）を建てています。

ヒンプンは屋根の上のシーサーと同じく魔除け

の意味があるそうですが、開放的な家の中を外か

ら見られないための目隠しや、風をうまく庭の中

に入れる役目もあります。 

現代は敷地に昔のような余裕がないので、住まい

のかたちは変化してきていますが、それでも日陰

をつくるために軒を出したり、中の風通しをよく

する間取りの工夫などが取り入れられ、それが省

エネルギーにつながっています。  

都会の気候 

東京や大阪など、人

口が集中する都市部

では１９８０年代頃

から、周辺地域に比

べて気温が異常に高

くなってしまう現象

がみられるようにな

りました。この現象

はヒートアイランド

現象といわれ、工場

や自動車、冷房など

からの排熱が第一の

原因です。さらに、

地面を覆うコンクリ

ートやアスファルトが日射しを照り返したり、鉄

筋コンクリート造などの建物が熱を蓄えたりし

て、熱気が一部の地域にこもってしまっているの

です。その上、気温を下げる効果のある緑地や水

辺が少ないことも、原因のひとつです。最近では、

厳しい暑さのため一日中冷房に頼りきった生活

を送る人が増え、ますます気温が上がってしまう

という悪循環におちいっています。こうした現象

をおさえるため、建物の屋上に庭園を造ったり、

壁を植物で覆うなどして緑地を増やす取り組み

がすすめられています。また、夏場の排熱を減ら

すため、冷房の温度を高めに設定し、ビジネスマ

ンも半袖シャツにノーネクタイといった夏場に

ふさわしい服装をするようによびかける運動も

行われています。 
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山形県長井市、白鷹町にかけてエドヒガンの古木が集中的に見られます。 
地元では、置賜サクラ回廊と命名し、保存に乗り出しています。 
これだけ数多くのエドヒガンの古木が集中的に存在しているのは、日本中を探してもここだけで、貴重な
存在といえます。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 木のまわりには木道を巡らし、３６０度どこからでも鑑賞できる 

ように整備されています。 
１９９０年当時より木道があったので、日本で最初に木道を設置した 
木であるといわれています。 
その後、福島の杉沢の大杉、新潟三川の将軍杉など、名だたる木が木道 
を採用しているので、長井市の巨樹保護に対する先見の明があったと 
いえます。 

その甲斐あってか、１０００年以上時を経た木とは思えないほど、元気な姿です。 
 

大樹からのエネルギーを求めて 

ＮＯ．１５ 「伊佐沢の久保桜」 
  

■国指定天然記念物  

■所在地： 山形県長井市伊佐沢 

幹周：９．０ｍ 樹高：１６．０ｍ 樹齢：伝承１２００年♀ 

見学会報告 

３月は、三郷、堀金、穂高の３会場で完成見学会を開催致しました。 
総勢２１４組、５００名を超えるお客様にご来場いただき、大盛況のうちに終わらせていただきました。 
みなさま本当にありがとうございました♪ 
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